































体 育 大 学（NSSU：Nippon Sport Science Uni-
versity）ではオリンピック・パラリンピック・ムー
ブメント全国展開事業【NSSU-Center for Olym-
pic Paralympic Empowerment（以下 N-COPE）】
を 2016 年に設立した．
N-COPE は 2016 年度に 3 拠点（石川県，高知県，
長崎県），2017 年度には 7 拠点（千葉県，石川県，
兵庫県，高知県，長崎県，千葉市，大阪市），












































































延べ 62 回のうち 45 名のオリンピアンが派遣され
ているが，その中で冬季オリンピックに出場した
のは 4 名であった．N-COPE が担当した地域別に
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すテニス）が 2 回となり，38 名のうち 11 名が複
表 5　2018 年度オリ・パラ事業派遣講師アスリート
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数回派遣されていた．延べ 56 回で 38 名が派遣さ
れたが，その内 16 名のパラリンピアンが 2020 年
東京大会，2022 年北京大会の出場を目指し，現




木県が 12 回，兵庫県が 7 回，北海道，長崎県，












域別にみると千葉県が 13 回，新潟市が 7 回，栃













葉県が 15 回，新潟市，高知県が 10 回，大分県が















千葉県が 62 回，高知県が 26 回，石川県が 12 回，
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点に着目して，体育学研究 63：871 − 883，2018．
依田充代，清宮孝文，門屋貴久（2017）オリン
ピック・パラリンピック教育の現状と課題，オリ
ンピックスポーツ文化研究（2），31-45，2017．
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